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第２回校内コンプライアンス推進委員会報告

１ 開催日時 平成２５年１０月１７日（木） １５：５０～ 校長室
２ 参加委員

３ 議事
[１]挨拶（濱崎委員長）
本日は、各担当で検討していただいた原案をもとに議論して欲しい。

[２]各担当からの報告及び決定事項
（１）コンプライアンス研修の持ち方（職員参加型研修）
①基本的なコンプライアンスは、特別な指示等で開催する場合を除き、年
間３回の開催（各学期１回）とする。
②この研修会は全職員が参加し、コンプライアンス意識の向上や非違行為
の防止に向けて行う。

③各研修会の持ち方は次のとおりを基本とする。
１学期：コンプライアンスの基本についての研修（講師：管理職）
２学期：コンプライアンス事例研究（講師：県教育委員会）
３学期：コンプライアンス職員参加型研修（講師：本校職員）

本年度の職員参加型研修は、１月下旬頃実施し、「学び合い」のある授業の
技法を取り入れ、職員が自由に議論できる内容とする。

（２）コンプライアンスミニ知識
①９月と１０月は職員からテーマの希望を取ることができなかった。
９月：「休暇、義務免等について」 １０月「交通事故・違反について」

②今後、職員からテーマを募り、定例の職員会議で５分程度の解説を行う。
③書式を作成したので、「今さら聞けない・・」ことでも疑問やわからない
ことでもどんどん入れて欲しい。

④その中から、適宜テーマを選びミニ知識研修を実施する。

（３）「ヒヤリ・ハット体験」
①職員に「ヒヤリ・ハット体験」について書き込んでもらう。
②それらの事例を職員間で共有し、共通理解を図り、リスクの軽減を図る。
③職員は所定の書式に記入し提出用箱に入れる。担当委員がまとめた上、
職員が常時閲覧し事例を共有できるようにする。匿名で可とする。

④研修時等にその体験を配布したり、研修の事例に活用することもある。
※協力依頼 特に３学期の研修に向け、体験を１１月までに多く出して
ください。その後は随時受付をします。

（４）年間計画の策定及び実施報告
①本年度の実施記録を整備し年度末に公開する。
②来年度の年間計画を年度内に策定し審議の上公開する。

（５）「本校版コンプライアンス推進宣言」「コンプライアンス推進のための
意識改革改革」「チェックシート」（いずれも仮称）及び先進校視察

①来年度にかけ先進校視察や資料収集を行う。
②それらを参考に本校版の作成を行う。

（６）校内推進委員会記録

４ その他
第３回推進委員会は１２月に開催し、研修に向けた準備を行う。


